
一
は
じ
め
に

大
相
撲
の
幕
内
力
士
、
ト
レ
ン
デ
ィ
ー
俳
優
、
そ
し
て
多
く
の
有

名
大
学
の
学
生
た
ち
、
さ
ら
に
プ
ロ
テ
ニ
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
、
矢
継

ぎ
早
に
大
麻
取
締
法
違
反
に
よ
る
検
挙
者
が
出
た
こ
と
に
人
々
の
注

目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
警
察
庁
の
発
表
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
八
年
一

月
―
一
〇
月
の
間
に
二
〇
〇
〇
人
以
上
が
大
麻
取
締
法
違
反
で
検
挙

さ
れ
、
二
〇
〇
七
年
同
時
期
の
一
九
％
増
で
あ
る
と
い
う
。
本
稿
で

は
限
ら
れ
た
紙
面
の
た
め
、
多
少
言
葉
足
ら
ず
と
な
る
が
、
必
要
な

図
表
を
盛
り
込
み
な
が
ら
、
大
麻
等
薬
物
乱
用
が
も
た
ら
す
健
康
障

害
に
つ
い
て
、
概
説
す
る
。

二
欧
米
と
比
較
し
た
わ
が
国
の
薬
物
乱
用
と
そ
の
対
策
の
特
徴

わ
が
国
は
欧
米
に
比
べ
れ
ば
、
二
〇
〇
七
年
に
実
施
さ
れ
た
関
東

地
域
に
お
け
る
一
八
―
二
二
歳
の
年
齢
層
の
三
〇
〇
〇
人
の
青
少
年

を
対
象
と
し
た
調
査
に
お
い
て
も
、
大
麻
の
生
涯
経
験
率
は
一
・
五

％
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

（
１
）

そ
れ
で
も
マ
ス
コ
ミ
が
大
き
な
問
題
と

し
て
取
り
沙
汰
す
る
と
い
う
国
民
の
問
題
意
識
は
、
大
切
に
す
る
べ

き
と
思
わ
れ
る
。
欧
米
諸
国
に
比
較
し
て
、
わ
が
国
が
も
つ
薬
物
乱

用
の
第
一
次
予
防
（
薬
物
乱
用
に
手
を
出
さ
せ
な
い
予
防
）
の
活
動

に
お
け
る
優
位
性
は
、
近
年
の

＜

国
際
化
の
波

＞

に
乗
っ
て
、
危
う

く
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
長
年
、
（
財
）
日
本
学
校
保
健
会
で

「
喫
煙
・
飲
酒
・
薬
物
乱
用
防
止
教
育
」
用
の
教
材
・
資
料
を
共
に

作
成
し
て
き
た
仲
間
で
あ
る
勝
野
眞
吾
兵
庫
教
育
大
学
副
学
長
と
メ
ー

ル
を
通
じ
て
、
以
下
の
よ
う
な
共
通
認
識
を
確
か
め
合
っ
た
と
こ
ろ
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大
麻
等
薬
物
乱
用
が
も
た
ら
す
健
康
障
害

～
精
神
科
医
師
か
ら
の
警
告
～

（
医
療
法
人
せ
の
が
わ
K
O
N
U
M
A
記
念

広
島
薬
物
依
存
研
究
所
所
長
）

小
沼
杏
坪

●
解

説
●



剤
」
・
「
大
麻
」
の
乱
用

＞

へ
と
い
う
踏
み
石
理
論
（
step

sto
n
e

th
eo
ry
）
に
基
づ
く
進
行
状
況
を
遂
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
従
来
は
「
入
門
薬
」
で
は
な
か
っ
た
大
麻
が
、
こ
の
二
、
三

年
、

＜

現
役
の
大
学
生
に
よ
る
い
き
な
り
型
乱
用

＞

と
い
う
新
し
い

大
麻
乱
用
の
流
行
期
を
迎
え
て
お
り
、
一
〇
歳
代
お
よ
び
二
〇
歳
代

の
年
齢
層
が
七
割
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ

は
丁
度
、
一
九
九
五
―
二
〇
〇
三
年
の
第
三
次
覚
せ
い
剤
乱
用
期
に

お
け
る

＜

現
役
の
中
高
生
に
よ
る
い
き
な
り
型
乱
用

＞

に
匹
敵
す
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。
第
三
次
覚
せ
い
剤
乱
用
末
期
の
薬
物
乱
用
の
文

化
的
影
響
を
背
負
っ
た
中
高
生
が
数
年
後
の
現
在
、
大
学
生
と
な
っ

て
、
中
高
生
時
代
に
薬
物
乱
用
防
止
教
室
に
お
い
て
、
喫
煙
・
飲
酒
・

有
機
溶
剤
乱
用
・
覚
せ
い
剤
乱
用
に
よ
る
健
康
障
害
に
つ
い
て
は
、

か
な
り
の
程
度
そ
の
有
害
性
に
つ
い
て
も
理
解
し
て
い
る
が
、
比
較

的
そ
の
健
康
障
害
に
つ
い
て
重
き
を
置
か
れ
な
か
っ
た
嫌
い
の
あ
る

＜

大
麻
乱
用

＞

に
好
奇
心
を
向
け
だ
し
た
結
果
と
思
わ
れ
る
。
薬
物

の
乱
用
・
依
存
は
都
市
の
も
つ
病
理
現
象
の
側
面
を
持
っ
て
お
り
、

ど
こ
か
が
引
っ
込
め
ば
ど
こ
か
が
出
っ
張
る

＜

ゴ
ム
風
船
現
象

＞

と

呼
ば
れ
る
所
以
で
も
あ
る
。
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図１．薬物事犯検挙人員の年次別推移（犯罪白書）

で
あ
る
。

欧
米
に
お
け
る

＜

牧
畜
を
生
業
と
す
る
父
性
支
配
の
社
会

＞

に
お

い
て
は
、
国
民
は
「
薬
物
を
サ
イ
ケ
デ
リ
ッ
ク
（
p
sy
ch
ed
eric、

精
神
拡
大
の
）
目
的
で
使
用
す
る
個
人
の
自
由
を
国
家
が
規
制
す
る

の
は
行
き
過
ぎ
で
あ
る
」
と
い
う
議
論
が
普
通
に
交
わ
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
わ
が
国
を
含
め
て
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
古
来
、

＜

稲

作
を
生
業
と
す
る
母
性
支
配
の
社
会

＞

で
あ
り
、
国
家
が
国
民
の
母

親
役
と
し
て
、
明
ら
か
に
有
害
な
結
果
を
も
た
ら
す
薬
物
に
対
し
て

は
、
ハ
ー
ド
ド
ラ
ッ
グ
・
ソ
フ
ト
ド
ラ
ッ
グ
の
区
別
な
く
全
て
の
薬

物
に
手
を
出
さ
せ
ま
い
と
す
る
厳
し
い
対
応
を
取
っ
て
い
る
。
そ
れ

ゆ
え
わ
が
国
で
は
、
欧
米
で
は
ソ
フ
ト
ド
ラ
ッ
グ
と
さ
れ
る
大
麻
に

対
し
て
も
、
大
麻
の
乱
用
者
・
依
存
者
な
ど
一
部
の
大
麻
信
奉
者
を

除
く
と
、
圧
倒
的
大
多
数
の
国
民
は
厳
し
い
法
規
制
に
対
し
て
も
異

論
を
唱
え
る
こ
と
の
な
い
の
が
現
状
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
社

会
規
範
の
浸
透
は
薬
物
乱
用
事
件
に
対
し
て
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
は

じ
め
社
会
全
体
の
過
剰
反
応
を
引
き
起
こ
す
が
、
そ
れ
が
過
ぎ
る
と

全
く
無
警
戒
に
な
る
と
い
う

＜

全
か
無
か

＞

の
対
応
の
繰
り
返
し
と

な
る
こ
と
の
背
景
と
も
な
っ
て
い
る
。
こ
の
文
化
的
風
土
は
更
に
、

少
数
で
あ
る
が
存
在
す
る
薬
物
の
乱
用
者
・
依
存
者
に
対
す
る
第
二

次
予
防
（
重
症
化
防
止
の
た
め
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
）
の
活
動

に
お
い
て
も
、
第
三
次
予
防
（
治
療
後
の
再
使
用
防
止
、
社
会
復
帰

の
促
進
）
の
活
動
に
お
い
て
も
、
極
め
て
無
関
心
で
冷
淡
な
対
応
状

況
に
も
繋
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
更
に
わ
が
国
で
は

＜

個
人
レ
ベ

ル
の
リ
ス
ク
感
覚

＞

が
低
く
鈍
い
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
の

よ
う
に
、
個
人
に
直
接
情
報
が
入
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
レ
ベ
ル
で
、

情
報
の
判
断
、
行
動
選
択
の
判
断
を
迫
ら
れ
る
局
面
が
急
速
に
増
え

る
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
そ
の
脆
弱
性
が
今
後
、
一
挙
に
現
れ
る

こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
今
ま
で
以
上
に
、

大
麻
等
薬
物
の
乱
用
予
防
に
関
す
る
教
育
の
役
割
が
大
き
く
な
る
と

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

三
現
在
の
わ
が
国
に
お
け
る
薬
物
乱
用
の
状
況
（
図
１
参
照
）

図
１
は
、

各
薬
物
取

締
法
に
よ
る
検

挙
人

員
の
年
次
別

推
移
を
表

わ
し
て
い
る
が
、

表
中
に
示
さ
れ
る
検

挙
人

員
は
氷

山
の
一

角
を
表
わ

し
て
い
る
も
の
で
、

実
際
に
は
そ
の
周

辺
に
一
〇
―
二
〇

倍
の
検

挙
さ

れ
な
い
人

員
が
存
在
す
る
と
考
え
て
よ
い
。

図
中

省
略
の
凡

例
は
そ
れ

ぞ
れ
「
覚
せ
い
剤
取

締
法
」
、
「

毒
物

及
び
劇
物
取

締
法
」
、
「
麻
薬

及

び
向
精
神
薬
取
締
法
」、「
あ
へ
ん
法
」、「
大
麻
取
締
法
」
を
表
わ
す
。

わ
が
国
の
薬
物
乱
用
は
、
こ
れ
ま
で

＜

①
未
成
年
者
に
よ
る
喫
煙

お
よ
び
大
人
の
居
な
い
場
所
で
の
飲
酒

＞

に
次
い
で
、

＜

②
有
機
溶

剤
の
乱
用

＞

に
よ
り
学
校
か
ら
落
ち
こ
ぼ
れ
、
更
に

＜

③
「
覚
せ
い
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表２．青少年の薬物乱用の進度段階表（Macdonald,DI,1984を改変した）

薬物乱用の
進 度 段 階

感情面の変化 入手方法 行動上の変化 乱用頻度

１．気分の変化

を学ぶ

・良い気分

・結果的にはほと

んど変化がない

友人を介

して

・察知出来る変化はほと

んどなし

・乱用事実についてのう

そ程度

週末毎の使用

まで進行グルー

プでの使用

２．気分の変化

を求める

・興奮

・初期の罪悪感

購入して ・課外活動をやめ趣味に

割く時間も減る

・真面目な友人と薬物の

仲間とが混在する

・服装が変わる

・学校をサボり成績が落

ちる

・イライラして怒りっぽく

なる

・信用させてだます

週末使用から

週 4,5回とな

る

単独使用も見

られる

３．気分の変化

に熱中する

・多幸感

・強い恥と罪悪感

・抑うつ気分

・自殺念慮など

の疑い

密売して ・冷静さを装う

・真面目な友人がいなく

なる

・家庭内での言葉の暴力

や対物・対人暴力

・窃盗―警察沙汰

・はっきり分かるうそをつ

く

・学業不振・サボり・退

学処分・失業

毎日使用しば

しば単独使用

４．正常を保つ

ために使う

・慢性的な罪悪

感

・恥の意識

・良心の呵責

・抑うつ気分

・自殺念慮

あらゆる

方法で

・身体的な障害（体重減

少、肝臓障害、慢性の

咳など）

・重症の精神的障害（記

憶喪失、幻覚、フラッ

シュ・バック）

・妄想、爆発的な怒り・

攻撃

・学校中退

・頻回の過量摂取

終日使用
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表１．乱用される薬物の種類とその特徴

乱用される薬物はいずれも脳に作用し、興奮させたり、抑制したりして、“こころ”
のあり方を変える作用をもっております。また、いずれも依存性（依存を形成する作
用）をもっています。
■薬物の種類と特徴 （平成10年度厚生省医薬安全対策総合研究事業和田班）

中枢
作用 薬物のタイプ

精 神
依 存

身 体
依 存 耐 性

乱用時の主な症状 離脱時の
主な症状

精 神
毒 性催幻覚 その他

抑
制

あへん類
（ヘロイン、あ
へん、モルヒ
ネ等)

＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋ － 鎮痛、縮瞳、
便秘、呼吸抑
制、血圧低下
傾眠

あくび、瞳孔
散大、流涙、
鼻漏、嘔吐、
腹痛、下痢、
焦燥、苦悶

－

バルビツール
類

＋＋ ＋＋ ＋＋ － 鎮静、催眠、
麻酔、運動失
調

不眠、振戦、
けいれん、せ
ん妄

－

アルコール ＋＋ ＋＋ ＋＋ － 酩酊、脱抑制
催眠、運動失
調

不眠、抑うつ
振戦、けいれ
ん、せん妄

＋

ベンゾジアゼ
ピン類（トリ
アゾラム等）

＋ ＋ ＋ － 鎮静、催眠、
運動失調

不安、不眠振
戦、けいれん、
せん妄

－

有機溶剤（ト
ルエン、シン
ナー、接着剤
等）

＋ ± ＋ ＋ 酩酊、脱抑制
運動失調

不眠、振戦、
焦燥

＋＋

大麻、（マリ
ファナ、ハシ
シュ等）

＋ ± ＋ ＋＋ 眼球充血、感
覚変容、情動
の変化

不眠、振戦、
焦燥

＋

興
奮

コカイン ＋＋＋ － － － 瞳孔散大、血
圧上昇、興奮
けいれん、不
眠、食欲低下

＊１
脱力、抑うつ
焦燥、食欲亢
進

＋＋

アンフェタミ
ン類（メタア
ンフェタミン
MDMA）

＋＋＋ － ＋ －
＊２

瞳孔散大、血
圧上昇、興奮
不眠、食欲低
下

＊１
脱力、抑うつ
焦燥、食欲亢
進

＋＋＋

LSD ＋ － ＋ ＋＋＋ 瞳孔散大、感
覚変容

不詳 ±

ニコチン（た
ばこ）

＋＋ ± ＋＋
＊３

－ 鎮静、発揚、
食欲低下

焦燥、食欲亢
進

－

（註）精神毒性：精神病を惹起する作用
＋－：有無および相対的な強さを表わす。ただし、各薬物の有毒性は上記の＋－のみ

で評価されるわけではなく、結果として個人の社会生活および社会全体に及ぼす
影響の大きさをも含めて、総合的に評価される。

＊１：離脱症状とはいわず、反跳現象という、＊２：MDMAでは催幻覚＋、
＊３：主として急性耐性



動
面
で
の
変
化
が
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
何
が
何
で
も
薬
物
を
切
ら

さ
な
い
よ
う
に
す
る
薬
物
探
索
行
動
（
薬
物
入
手
の
た
め
の
行
動
を

い
い
、
虚
言
・
窃
盗
・
恐
喝
な
ど
は
平
気
と
な
り
、
欧
米
の
ヘ
ロ
イ

ン
依
存
の
女
性
は
平
気
で
売
春
ま
で
行
う
な
ど
犯
罪
に
も
絡
む
）
の

積
み
重
ね
か
ら
、
薬
物
使
用
に
関
連
し
た
問
題
の
否
認
、
自
己
中
心

的
、
無
責
任
、
責
任
転
嫁
、
虚
言
、
借
金
、
反
社
会
的
問
題
行
動
、

言
葉
の
暴
力
、
対
物
暴
力
、
対
人
暴
力
な
ど
の
道
徳
面
で
の
性
格
変

化
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
性
格
変
化
が
著
明
に
な
る
と
、
人
間
関

係
が
著
し
く
障
害
さ
れ
る
た
め
、
友
人
は
去
り
家
族
か
ら
も
持
て
余

さ
れ
、
ま
す
ま
す
孤
立
し
薬
物
だ
け
を
友
人
・
恋
人
の
よ
う
に
し
て

過
ご
す
こ
と
と
な
る
。
小
学
生
高
学
年
か
ら
シ
ン
ナ
ー
や
ア
ル
コ
ー

ル
を
乱
用
し
依
存
か
ら
抜
け
き
れ
な
い
場
合
に
は
、

＜

人
格
形
成
不

全

＞

さ
え
招
来
す
る
の
で
あ
る
。
最
終
的
に
は
、
表
２
の
第
四

＜

正

常
を
保
つ
た
め
に
使
う

＞

段
階
で
示
す
よ
う
に
、
重
症
の
身
体
の
障

害
、
精
神
の
障
害
、
社
会
的
な
障
害
が
発
現
し
て
、
慢
性
的
な
罪
悪

感
、
恥
の
意
識
、
良
心
の
呵
責
に
悩
み
、
抑
う
つ
気
分
、
自
殺
念
慮

か
ら
常
時
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
が
、
そ
れ
で
も
自
ら
依
存

状
態
か
ら
抜
け
出
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
と
な
る
（
表
２
）。
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図２．薬物乱用－薬物依存－薬物中毒の関係（和田清を参照）

薬物乱用者には，①乱用だけの乱用者，②依存が問題で，未だ慢性中毒のない乱用者，

③慢性中毒にまで至った乱用者の三種類がある。他に乱用・依存の治まった④後遺症

がある。

四
薬
物
乱
用
の
三
要
因
と
乱
用
防
止
対
策
に
つ
い
て

薬
物
乱
用
と
は
、
薬
物
を
社
会
的
許
容
か
ら
逸
脱
し
た
目
的
や
方

法
で
自
己
使
用
す
る
こ
と
で
あ
り
、
①
a
g
en
t要
因
（
表
１
参
照
）

：

依
存
形
成
作
用
を
も
っ
た
薬
物
（
依
存
性
薬
物
、
精
神
作
用
物
質
、

乱
用
薬
物
、
規
制
対
象
薬
物
と
呼
ば
れ
る
）
、
②
h
o
st要
因

：

薬
物

を
使
用
す
る
ヒ
ト
、
③
en
v
iro
n
m
en
t要
因

：

薬
物
使
用
の
成
り
立

つ
家
族
・
仲
間
・
環
境
、
と
い
う
三
つ
の
要
因
が
合
流
し
て
成
り
立

つ
。
こ
れ
ら
三
つ
の
要
因
は
個
人
レ
ベ
ル
で
も
、
国
家
レ
ベ
ル
、
国

際
レ
ベ
ル
で
も
通
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
国
レ
ベ
ル
の
薬
物
乱
用
防

止
対
策
で
は
、
主
に
a
g
en
t要
因
に
焦
点
を
あ
て
た
対
策
と
し
て
は
、

乱
用
薬
物
の
密
輸
・
密
売
等
の
不
正
な
流
通
を
厳
し
く
取
り
締
る
こ

と
で
あ
り
、

＜

薬
物
の

供
給

削
減

＞

に
役
立
つ
。

次
に
、
主
に
h
o
st

要
因
に
焦
点
を
あ
て
た
対
策
と
し
て
は
、
刑
事
司
法
あ
る
い
は
精
神

科
専
門
医
療
に
お
け
る
薬
物
乱
用
者
・
依
存
者
の
治
療
・
処
遇
で
あ

り
、
現
在
使
用
中
の
者
を
削
減
す
る
た
め
、

＜

直
接
的
な
薬
物
の
需

要
削

減

＞

に
役
立
つ
。
主
に
en
v
iro
n
m
en
t要
因
に
焦
点
を
あ
て
た

対
策
と
し
て
は
、
学
校
現
場
に
お
け
る
薬
物
乱
用
防
止
教
育
や
地
域

社
会
に
お
け
る
薬
物
乱
用
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、

＜

将
来
的
な
薬
物
の
需
要
削
減

＞

に
つ
な
が
る
。

更
に
薬
物
乱
用
問
題
は
エ
イ
ズ
や
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
（
重
症
急
性
呼
吸
器

症
候
群
）
等
の
伝
染
病
と
同
様
に
国
際
的
問
題
で
あ
り
、
一
国
だ
け

の
努
力
で
は
無
理
で
あ
り
、
上
記
三
つ
の
領
域
に
お
け
る
共
同
研
究

と
国
際
協
力
が
円
滑
に
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

五
薬
物
依
存
症
の
理
解
（
図
２
）

薬
物
依
存
と
は
、
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
ず
、
自
力
で
は
な

か
な
か
止
め
ら
れ
な
い
状
態
で
あ
り
、
多
く
の
場
合
、

＜

薬
物
摂
取

中
心
の
生
活

＞

と
な
り
、
自
ら
の
学
業
生
活
・
職
業
生
活
、
さ
ら
に

家
庭
生
活
は
放
置
さ
れ
、
自
ら
の
体
力
の
限
界
ま
で
薬
物
を
強
迫
的

に
使
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
薬
物
依
存
の
状
態
で
は
、
使
用

者
の
性
格
が
①
意
欲
面
、
②
情
動
面
、
③
道
徳
面
と
い
う
三
つ
の
領

域
で
顕
著
に
変
化
し
て
く
る
。
先
ず
、
依
存
性
薬
物
の
反
復
使
用
に

よ
る
「
快
の
体
験
」
に
よ
る
充
足
の
積
み
重
ね
か
ら
、
怠
惰
、
意
欲

減
退
、
意
志
薄
弱
、
希
薄
な
目
標
意
識
、
非
社
交
的
、
自
己
否
定
的

な
ど
、
何
か
を
や
ろ
う
と
す
る
意
欲
の
削
が
れ
た
性
格
変
化
が
み
ら

れ
る
。
大
麻
依
存
で
は
、
特
に
そ
の
傾
向
が
著
明
で
、
無
動
機
症
候

群
（
a
m
o
tiv
a
tio
n
a
l
sy
n
d
ro
m
e）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

次
に
、

依
存
性
物
質
に
対
す
る
渇
望
感
の
積
み
重
ね
か
ら
は
、
性
急
、
焦
燥
、

忍
耐
力
欠
如
、
情
緒
不
安
定
、
易
怒
、
落
ち
着
き
の
な
さ
な
ど
の
情
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的
ス
ト
レ
ス
な
ど
の
非
特
異
的
な
刺
激
が
加
わ
っ
て
も
、
当
該
薬
物

を
使
用
し
た
時
と
同
様
の
激
し
い
幻
覚
・
妄
想
が
再
燃
し
て
し
ま
う

の
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
現
象
」
と
言
う
。

更
に
ま
た
、
薬
物
依
存
症
と
い
う
の
は
、
ど
の
よ
う
に
身
体
的
障

害
、
精
神
的
障
害
、
更
に
は
失
業
・
離
婚
・
精
神
科
病
院
入
院
・
刑

務
所
服
役
・
借
金
な
ど
種
々
の
社
会
的
障
害
を
経
験
し
反
省
し
て
い

て
も
、
な
お
依
存
対
象
の
薬
物
を
目
の
前
に
見
た
り
、
誘
わ
れ
た
り

す
る
と
、
い
と
も
簡
単
に
再
使
用
に
い
た
る
の
で
あ
る
。
薬
物
依
存

症
の
状
態
に
一
旦
、
到
達
し
て
し
ま
え
ば
、
依
存
性
薬
物
の
種
類
を

問
わ
ず
、「
薬
物
を
止
め
ま
す
か
？
そ
れ
と
も
人
間
止
め
ま
す
か
？
」

の
文
言
が
ピ
タ
リ
の
状
態
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

三
十
有
余
年
、
ア
ル
コ
ー
ル
・
シ
ン
ナ
ー
・
大
麻
・
覚
せ
い
剤
等

に
よ
る
薬
物
依
存
、
薬
物
精
神
病
を
有
す
る
患
者
の
診
療
に
携
わ
っ

て
き
た
筆
者
に
と
っ
て
は
、
図
４
に
示
す
よ
う
な
実
感
を
持
っ
て
、

毎
年
地
元
に
あ
る
五
つ
の
中
学
校
に
お
い
て
順
番
に
、
平
成
生
ま
れ

の
中
学
生
対
象
に
薬
物
乱
用
防
止
の
大
切
さ
を
教
室
で
直
に
語
り
か

け
て
い
る
の
で
あ
る
。

七
青
少
年
の
薬
物
乱
用
へ
の
関
わ
り

佐
藤
に

（
２
）

よ
る
と
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
語
ら
れ
る
乱
用
薬
物
と
の
接
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図４．薬物の乱用によって奪われる若者の「自由」と「尊厳」、そして「未来」

六
薬
物
に
よ
る
中
毒
性
精
神
病
の
症
状
発
現
と
再
燃
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ

バ
ッ
ク
現
象

わ
が
国
で
乱
用
さ
れ
て
い
る
有
機
溶
剤
・
大
麻
・
覚
せ
い
剤
は
比

較
的
高
率
に
精
神
病
の
状
態
を
発
現
す
る
。
図
３
は
覚
せ
い
剤
精
神

病
の
発
現
と
再
燃
の
模
式
図
で
あ
る
が
、
臨
床
経
験
上
は
覚
せ
い
剤

精
神
病
に
限
ら
ず
、
有
機
溶
剤
・
大
麻
に
よ
る
中
毒
性
精
神
病
に
つ

い
て
も
、
同
様
な
経
過
を
た
ど
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
海
底
火
山
の

噴
火
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
え
ば
理
解
し
や
す
い
の
で
あ
る
が
、
薬

物
を
連
用
す
る
度
に
、
海
底
に
溶
岩
が
蓄
積
し
て
行
き
、
つ
い
に
は

幻
覚
・
妄
想
等
の
精
神
病
症
状
の
発
現
閾
値
を
示
す
海
面
上
に
噴
出

し
て
、
発
現
す
る
こ
と
に
な
る
。
当
初
は
抗
精
神
病
薬
に
よ
る
治
療

反
応
性
も
良
好
で
、
通
常
数
日
以
内
に
症
状
は
消
退
し
て
海
面
下
に

治
ま
る
の
で
あ
る
が
、
決
し
て
薬
物
使
用
前
の
レ
ベ
ル
（
海
底
）
ま

で
は
回
復
せ
ず
、
脳
内
に
精
神
病
症
状
の
再
燃
準
備
性
が
記
憶
さ
れ

て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
仲
間
と
会
っ
て
「
退
院
祝
い
」
に
再
使
用
し

た
り
す
る
と
、
容
易
に
入
院
前
と
同
様
の
激
し
い
幻
覚
・
妄
想
等
の

精
神
病
症
状
が
再
燃
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
精
神
病
症
状
は
再
使

用
の
度
毎
に
再
燃
し
易
く
、
し
か
も
治
ま
り
に
く
く
な
っ
て
行
く
た

め
、
遂
に
は
当
該
薬
物
を
使
用
し
な
く
て
も
、
飲
酒
や
不
眠
・
心
理
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図３．覚せい剤精神病の発病と再燃の経過の模式図



八
お
わ
り
に

大
麻
の
場
合
、
そ
の
依
存
形
成
作
用
が
覚
せ
い
剤
・
コ
カ
イ
ン
・

ヘ
ロ
イ
ン
な
ど
と
比
較
し
て
弱
い
分
、
機
会
的
使
用
や
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
使
用
（
co
n
tro
lled

u
se、
正
常
な
生
活
形
態
を
守
り
な
が
ら
使

用
す
る
状
態
）
が
比
較
的
長
く
続
き
や
す
い
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に

現
在
使
用
中
の
大
麻
乱
用
者
・
依
存
者
は
自
己
中
心
的
に
大
麻
を
礼

賛
し
、
自
己
を
弁
護
し
、
取
締
法
で
厳
し
く
規
制
す
る
国
家
の
体
制

に
対
し
て
反
論
を
展
開
し
、
使
用
仲
間
を
増
や
そ
う
と
す
る
傾
向
を

有
す
る
。
し
た
が
っ
て
現
在
の
大
麻
乱
用
の
流
行
を
早
期
に
制
圧
し

な
い
と
、
欧
米
諸
国
並
み
に
十
歳
代
後
半
の
年
齢
人
口
に
お
け
る
大

麻
使
用
の
生
涯
経
験
率
が
四
〇
％
前
後
の
高
率
と
な
っ
て
、
ソ
フ
ト

ド
ラ
ッ
グ
・
ハ
ー
ド
ド
ラ
ッ
グ
の
区
別
を
必
要
と
し
た
り
、
ハ
ー
ム

リ
ダ
ク
シ
ョ
ン
政
策
（
薬
物
乱
用
に
よ
る
エ
イ
ズ
の
蔓
延
防
止
の
た

め
、
薬
物
の
静
脈
内
使
用
中
の
者
に
対
し
て
使
用
済
み
の
注
射
針
を

新
し
い
注
射
針
に
無
償
交
換
す
る
な
ど
の
活
動
を
含
む
）
を
選
択
す

る
以
外
に
選
択
肢
の
な
い
状
況
と
な
る
事
が
一
番
危
惧
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

【
参
考
文
献
】

（
１
）
勝
野
眞
吾
、
三
好
美
浩
、
吉
本
佐
雅
子
他

：

青
少
年
の
喫
煙
、

飲
酒
、
薬
物
乱
用
の
実
態
と
生
活
習
慣
に
関
す
る
調
査
二
〇
〇
七

―
関
東
地
域
に
お
け
る
一
八
―
二
二
歳
対
象
の
抽
出
調
査
―

．

兵

庫
教
育
大
学
教
育
・
社
会
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
八

（
２
）
佐
藤
哲
彦

：「
ド
ラ
ッ
グ
の
社
会
学
―
向
精

神
物

質
を
め

ぐ
る
作

法
と
社
会
秩
序
」、
東
京
、
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
八
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触
は
、
主
と
し
て
組
織
暴
力
団
や
最
近
で
は
イ
ラ
ン
人
な
ど
の
在
日

外
国
人
を
通
し
て
入
手
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
使
用
者
に
と
っ
て
、

最
初
の
薬
物
と
の
出
会
い
は
多
く
の
場
合
、
次
の
例
の
よ
う
に
、
親

戚
や
以
前
か
ら
仲
の
良
か
っ
た
友
人
・
知
人
か
ら
勧
め
ら
れ
体
験
す

る
の
で
あ
り
、
非
常
に
断
り
に
く
い
状
況
な
の
で
あ
る
。

【
引
用
１

】
「

マ
リ
フ
ァ
ナ
を

最
初
に
や
っ
た
の
は
大
学
の
と
き
で

し
た
。
（
な
ん
年

？
）
大
学
一
年
で
し
た
。
（
ど
う
い
う
機
会
が
あ
っ

て
？
）
あ
の
お
、

友
だ
ち
の
と
こ
ろ
に
行
っ
た
ら
な
ぜ
か
そ
こ
に
あ
っ

て
で
す
ね
、
い
や
ホ
ン
ト
で
す
。
あ
っ
た
っ
て
い
っ
て
も
、
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
友
だ
ち
の
と
こ
ろ
に
来
て
た
別
の
友
だ
ち
が
持
っ
て
た
ん
で
す
け

ど
ね
。
そ
の
友
だ
ち
は
け
っ
こ
う
比
較
的
い
つ
も
親
し
く
し
て
る
ヤ
ツ

だ
っ
た
た
ん
だ
け
ど
も
、
そ
こ
に
た
ま
た
ま
知
ら
な
い
人
が
来
て
た
ん

で
す
よ
ね
。

知
ら
な
い
っ
て
い
う
か
、
そ
れ
以
前
に
は
会
っ
た
こ
と
の

な
か
っ
た
人
間
が
来
て
て
。
〔
中

略
〕
で
、
そ
の
と
き
に
、

僕
、
い
ま

で
も
覚
え
て
る
ん
で
す
け
ど
、
『
い
く
？

』
っ
て
い
わ
れ
て
、
い
や
、

な
ん
の
こ
と
か
わ
か
ら
な
い
、
正

直
い
っ
て
。
マ
リ
フ
ァ
ナ
吸
う
よ
う

な
人
間
な
ん
て
ま
っ
た
く
思
っ
て
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
。
〔
中

略
〕

ま

あ
な
ん
か
、
も
し
か
し
た
ら
、
と
て
つ
も
な
い
恐
ろ
し
い
結

果
が
待
っ

て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
も
し
ん
な
い
け
ど
、
こ
の
状
況
か
ら
し
て
そ
れ
は

な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

友
人
の
家
だ
っ
た
し
、
ま
あ
そ
こ
に
い
る
く

ら
い
だ
か
ら
。」（
三
〇
歳
・
会
社
員
・
男
性
Ａ
）

【
引
用
２
】
「
そ
れ
は
別
に
や
ば
い
と
か
思
っ
た
り
し
ま
せ
ん
よ
、

自
分
の
部
屋
で
し
た
し
。
そ
れ
持
っ
て
来
た
ヤ
ツ
だ
っ
て
普
段
か
ら

つ
き
あ
っ
て
る
ヤ
ツ
だ
っ
た
し
。
驚
い
た
の
は
驚
い
た
け
ど
。」（
三

〇
歳
・
会
社
員
・
男
性
Ｂ
）

こ
の
よ
う
な

勧
誘
の
場

面
に

遭
遇
し
た
と
き
に
、

幼
少

時
か
ら

「
友
人
と
は
仲

良
く
、
仲

良
く

」
と
育
て
ら
れ
て
き
た
現
代
の

若
者

が
き
ち
ん
と
断
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
た
め
に
は
、
大
麻
等
薬
物
の

乱
用
が
も
た
ら
す
健
康
障
害
に
つ
い
て
き
ち
ん
と
知
識
を
持
っ
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
し
、
更
に
そ
れ
を
断
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
、
広
い
意
味
で
の
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
が
必
要
で
あ
る
。

学
校
教
育
に
お
け
る
健

康
教
育
で
は
、

＜

友
人
・

先
輩
か
ら
の
喫

煙
へ
の

勧
誘

＞

を
例
と
し
て
、

相
手
の

気
持

ち
を

傷
つ
け
な
い
よ
う

に
上

手
に

断
る
こ
と
を
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
イ
ン
グ
な
ど
の

手
法
を
使
っ

て
教
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
長
年
薬
物
依
存
の

患
者
の
診

療
に
携

わ
っ
て
い
る
経
験
を
も
つ

筆
者

か
ら
す
れ
ば
、

こ
れ
ら
の
依
存

性
薬

物
を
見
た
場
合
、

即
座
に
「
自
分
は
や
ら
な
い
。
」
と
言
っ
て
そ
の
場

を
立

ち
去
る

勇
気
を

持
つ
こ
と
が

最
も

上
手
な

断
り

方
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

何
故
な
ら
、
依
存

性
薬
物
の
勧

誘
に
際
し
て
「
イ
エ
ス
」

と
言
っ
て

手
を
出
す
こ
と
は
、

図
４
に

示
す
よ
う
に

暴
力

被
害
を

受

け
る
こ
と
よ
り
も
は
る
か
に
、

若
者
の
「
自

由
」
・
「

尊
厳

」
、
そ
し
て

「
未
来
」
を
も
失
う
危
険
性
の
高
い
重
大
な
選
択
だ
か
ら
で
あ
る
。
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